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茨城県の腎疾患対策
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小中学生向けCKDスライド

年2回の情報誌BEANSの配布



茨城県内の市町村・企業・医療機関等で働く保健師・管理栄養士がグループで
事例検討会を開催。

腎臓内科医がコメンテーターとして参加し、事例を協働して検討した。

2017年6月11日 茨城県神栖市

内容
特定健診等の結果で
尿蛋白陽性・腎機能低下となった対象者の事例検討（7例）

①事例提供者から事例説明
②グループで事例検討
③各グループの発表
④医師からのコメント
⑤質疑応答
⑥事例提供者の感想

保健指導事例検討会



茨城県国保連合が主催する茨城県糖尿病性
腎症プログラムのための市町村（保健師・
管理栄養士等）による保健指導研修会。

腎臓内科医が講師兼コメンテーターで参加。
2019年5月28日 茨城県つくば市

糖尿病性腎症重症化予防



茨城県内の各地の活動



つくば市
つくば市医師会

筑波大学附属病院



年4回 院内で開催。
外来患者が対象。

検査値の見方、生活指導、栄養指導、
運動指導について講習と質疑応答を
行っている。

筑波大学附属病院腎臓病教室



院内で好評な腎臓病教室を一般市民向けに開催。

食事の講義や、ストレッチの実技などを参加者と共

に行なった。

出張腎臓病教室



市民公開講座



参加医師会と腎臓専門医
管理栄養士との連携ミーティング

FROM-J研究から続く、医療連携



腎臓専門医と調剤薬局のCKD医薬連携

原疾患

検査年月日

血圧 mmHg

血清クレアチニン mg/dL

eGFR ml/min/1.73m2

尿酸

カリウム

LDLコレステロー
ル

mg/dL

HbA1c g/dL

お薬手帳に患者情報を記載することで、患者のお薬手帳持参率が向上した。

2013年に筑波大学附属病院腎臓内科通院中のCKD
患者41名に、お薬手帳の情報提供の有無による調剤
薬局の指導を評価した。



稲敷
東京医大茨城医療センター

稲敷医師会



• 2021年8月 第1回 稲敷CKDネットワーク世話人会

• 参加者： 稲敷医師会長、かかりつけ医2名（うち腎専門

医1名）、腎専門医3名

• 内容： CKD連携の必要性、手段を討議

• 2021年9月 稲敷CKDネットワーク講演会

• 参加者： ？名（WEB講演会のため未確認）

• 内容： CKD連携の必要性の講演

• 決定事項： 稲敷CKD連携用診療情報提供書の作成を決定

提供書に含める内容を公募

• 2022年4月 第2回 稲敷CKDネットワーク世話人会

• 参加者： 稲敷医師会長、かかりつけ医4名（うち腎専門

医1名）、腎専門医2名

• 内容： 稲敷CKD連携用診療情報提供書のbrush-up

• 2022年7月 稲敷CKD連携用診療情報提供書の運用開始

• 紹介された後に逆紹介した方が良いのか悪いの
かが判断しにくい。

➢ かかりつけ医の先生ごとに異なる。

➢ 症例ごとに異なる。

• 新規治療介入する際に処方をした方が良いのか
指示するだけの方が良いのかが判断しにくい。

• 現在の処方薬も一括して処方した方が良いのか
どうかが判断しにくい。

• どのような症例を紹介した方が良いか、また、他
のかかりつけ医の先生がどのようにしているかが
気になる。

• 紹介した後に受診しなくなるのも困るし、逆紹介
されても困る症例もいる。

• 食事について相談されても、栄養指導を提供する
場がない。

かかりつけ医の悩み

腎専門医の悩み

稲敷CKDネットワーク



かかりつけ医⇒腎専門医紹介状 腎専門医⇒かかりつけ医

CKD連携用診療情報提供書の作成



水戸市
水戸済生会総合病院

水戸市医師会
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【水戸済生会総合病院データ】

連携の成果？



日立市
日立市医師会

日立総合病院



CKD連携パス
かかりつけ医
患者説明用

CKD連携パス
かかりつけ医

⇓
専門医への

診療情報提供書

CKD連携パス
専門医
⇓

かかりつけ医
指示書
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